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1　研究の目的


























































































































◇第 5 回研究会　2007 年 2 月 24 日（荒川ふるさと文化館）
　「杉田玄白と小塚原の仕置場」の展示見学と現地のフィールドワーク
　2007 年度























◇第 10 回研究会　2008 年 6 月 21 日～ 22 日（於：国立歴史民俗博物館）
　金菱　清　「「不法占拠」地域におけるふたつの人格をめぐる言説と実践」
　浜　雄亮（日本学術振興会特別研究員，ゲストスピーカー）「苦しむことと集うこと」
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　なお，2007 年 2 月 3 日には，東京津田ホールにて歴博映像フォーラム「現代の葬送儀礼」が開
催され，このフォーラムは現代の葬儀や墓地という死者の表象化の現代的展開について，製作され
た研究映像「現代の葬送儀礼」全 4部のうち 3部が上映され，共同研究員でもある村上興匡氏と土
居浩氏と山田慎也の報告が行われ，他の共同研究員も参加し共同研究の一助となった。
　以上のように，ひろく人文社会科学における人間観と身体との問題について現在改めて留意して
研究を構築する必要があることがこの研究会によって明らかになった。そのため，学際分野におけ
る検討は研究の深化の上でも重要であることを再認識し，各人がこうした問題意識を共有し，それ
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ぞれの研究に基づいて報告書を作成したのであった。
